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評
論︵
二
︶ 

情
報
と
身
体 （
吉
岡
洋
）情
報
論

 
 

「
も
の
」の
科
学
か
ら「
こ
と
」の
科
学
へ （
池
田
清
彦
）科
学
論

 
 

コ
イ
ン
は
円
形
か （
佐
藤
信
夫
）認
識
論

 
 

 

読
解
か
ら
表
現
へ
⑥
　
論
理
構
成

 

短
歌・俳
句 

そ
の
子
二
十
―
―
短
歌
十
六
首 （
与
謝
野
晶
子
ほ
か
）

 
 

い
く
た
び
も
―
―
俳
句
十
六
句 （
正
岡
子
規
ほ
か
）

 
 

 

読
解
か
ら
表
現
へ
⑦
　
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー

 

小
説︵
三
︶ 

な
め
と
こ
山
の
熊 （
宮
沢
賢
治
）

 
 

空
缶 （
林
京
子
）

 
 

 

読
解
か
ら
表
現
へ
⑧
　
推
敲

 

評
論︵
三
︶ 

な
ぜ
私
た
ち
は
労
働
す
る
の
か （
内
田
樹
）労
働
論

 
 

命
は
誰
の
も
の
な
の
か （
柳
澤
桂
子
）生
命
論

 
 

創
造
力
の
ゆ
く
え （
加
藤
周
一
）芸
術
論

 
 

 

読
解
か
ら
表
現
へ
⑨
　
小
論
文
を
書
く

　
　
■  

読
書
の
扉

　
　
■  

現
代
評
論
を
読
む
た
め
に

六

＊＊

七八九＊＊
1 

ス
ピ
ー
チ
を
す
る　

対
話
型
ス
ピ
ー
チ

2 

話
し
合
い
を
す
る　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

3 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る　

五
枚
の
フ
リ
ッ
プ
を
使
っ
て

4 

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
す
る　

マ
イ
ク
ロ
デ
ィ
ベ
ー
ト

5 

随
筆
を
書
く　

一
枚
の
写
真
か
ら

新

 
随
想 

ぐ
う
ぜ
ん
、う
た
が
う
、読
書
の
ス
ス
メ （
川
上
未
映
子
）読
書
論

 
 

「
待
つ
」と
い
う
こ
と （
鷲
田
清
一
）社
会
論

 

小
説︵
一
︶ 

羅
生
門 （
芥
川
龍
之
介
）

 
 

ゴ
ー
ル （
三
崎
亜
記
）

 
 

 
読
解
か
ら
表
現
へ
①
　
引
用

 

評
論︵
一
︶ 

水
の
東
西 （
山
崎
正
和
）比
較
文
化
論

 
 

 

読
解
か
ら
表
現
へ
②
　
比
較

 
 

言
語
は
色
眼
鏡
で
あ
る （
野
元
菊
雄
）言
語
論

 
 

自
然
を
め
ぐ
る
合
意
の
設
計 （
関
礼
子
）環
境
論

 
 

 

読
解
か
ら
表
現
へ
③
　
要
約

 

詩 

旅
上 （
萩
原
朔
太
郎
）

 
 

サ
ー
カ
ス （
中
原
中
也
）

 
 

I w
as born （

吉
野
弘
）

 
 

崖 （
石
垣
り
ん
）

 
 

 

読
解
か
ら
表
現
へ
④
　
調
査

 

小
説︵
二
︶ 

清
兵
衛
と
瓢
簞 （
志
賀
直
哉
）

 
 

青
が
消
え
る （
村
上
春
樹
）

 
 

 

読
解
か
ら
表
現
へ
⑤
　
レ
ト
リ
ッ
ク

一二

新

三

新

四五表
現 現

代
文
編

■ 

現
代
文
教
材
は
、
定
評
の
あ
る
教
材
に
加
え
、
現
在
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
著
者
の
作
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
列
し
ま
し
た
。

■ 

コ
ラ
ム
﹁
読
解
か
ら
表
現
へ
﹂
で
は
、
読
解
を
表
現
へ
結
び
つ
け
る
技
能
を
抽
出
し
、
教
材
と
関
連
づ
け
て
解
説
し
ま
し
た
。

■ 
表
現
教
材
は
、﹁
教
室
で
と
も
に
学
ぶ
﹂
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
多
様
な
活
動
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。

6 

手
紙
を
書
く　

依
頼
の
手
紙

7 

レ
ポ
ー
ト
を
書
く　

見
取
り
図
を
も
と
に
し
て

8 

意
見
文
を
書
く　

新
聞
投
書

9 

情
報
を
読
む　

統
計
資
料
の
読
み
方
・
扱
い
方

10 

広
告
を
読
む　

実
用
的
な
文
章

＊

教
科
書
の
目
次

　  ：本内容解説資料でご紹介するページ＊

　

空
き
地
に
掲
げ
ら
れ
た「
ゴ
ー
ル
」と
書
か
れ
た
横
断
幕
。

毎
月
の
よ
う
に
場
所
が
変
わ
る
と
い
う
そ
の
ゴ
ー
ル
は
、
いっ

た
い
何
の
ゴ
ー
ル
な
の
か
。
現
実
と
非
現
実
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
、
漂
流
す
る
現
代
の
不
安
を
描
く
。

　

自
然
保
護
の
合
意
形
成
の
た
め
に
は
、
唯
一解
と
し
て
リ

ジ
ッ
ド
な
制
度
を
構
築
す
る
の
で
は
な
く
、
ゆ
る
や
か
で
曖

昧
な
合
意
を
目
指
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

「
人
を
通
し
て
本
を
知
る
、
本
を
通
し
て
人
を
知
る
」

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
通
し
て
、
発
表
と
い
う
一方
向
の
活
動

だ
け
で
な
く
、
質
疑
応
答
と
い
う
双
方
向
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
お
互
い
の
価
値
観
や
個
性
を

引
き
出
し
、
理
解
を
深
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
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古
文
編

 

古
文
入
門 

児
の
そ
ら
寝（
宇
治
拾
遺
物
語
）

 
 

 
文
法
か
ら
解
釈
へ
①
　
古
語
辞
典

 
 

 
◎
古
文
を
読
む
た
め
に
①
　 

歴
史
的
仮
名
遣
い
／ 

五
十
音
図
・い
ろ
は
歌

 
 

検
非
違
使
忠
明（
今
昔
物
語
集
）

 
 

 

文
法
か
ら
解
釈
へ
②
　
用
言

 
 

 

◎
古
文
を
読
む
た
め
に
②
　 
品
詞
分
類
／
用
言
と
活
用
形
／ 

動
詞
／
省
略

 
 

絵
仏
師
良
秀（
宇
治
拾
遺
物
語
）

 
 

 

文
法
か
ら
解
釈
へ
③
　
接
続
助
詞「
ば
」

 
 

 

◎
古
文
を
読
む
た
め
に
③
　 

形
容
詞
／
形
容
動
詞
／
係
り
結
び
／ 

仮
定
条
件
と
確
定
条
件  

 

物
語 

竹
取
物
語

 
 

か
ぐ
や
姫
の
生
い
立
ち
／
か
ぐ
や
姫
の
成
長

 
 

伊
勢
物
語

 
 

芥
川
／
東
下
り
／
筒
井
筒

 
 

 

文
法
か
ら
解
釈
へ
④
　
助
動
詞

 
 

 

◎
古
文
を
読
む
た
め
に
④
　
助
動
詞

一

＊

新新

二

＊＊＊

 
 

 

◎
古
文
を
読
む
た
め
に
⑤
　
助
詞

 
 

 

◆
古
典
の
扉
　
平
安
時
代
の
成
人
と
結
婚

 

随
筆 

徒
然
草（
兼
好
法
師
）

 
 

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
／
あ
る
人
、弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
／

 
 

奥
山
に
、猫
ま
た
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
　
　
／

 
 

丹
波
に
出
雲
と
い
ふ
所
あ
り
／
神
無
月
の
こ
ろ
／
花
は
盛
り
に

 
 

 

文
法
か
ら
解
釈
へ
⑤
　
助
詞

 
 

 

◆
古
典
の
扉
　
古
典
の
四
季
・
美
意
識

 

和
歌 

万
葉
集
・
古
今
和
歌
集
・
新
古
今
和
歌
集

 
 

 

◎
古
文
を
読
む
た
め
に
⑥
　
和
歌
の
修
辞

 
 

 

◆
古
典
の
扉
　
和
歌
―
つ
な
が
ろ
う
と
す
る
言
葉

 

日
記 

土
佐
日
記（
紀
貫
之
）

 
 

門
出
／
忘
れ
貝
／
帰
京

 
 

 

◆
古
典
の
扉
　
月
と
暦

 

軍
記 

平
家
物
語

 
 

祇
園
精
舎
／
木
曾
の
最
期

 
 

 

文
法
か
ら
解
釈
へ
⑥
　
敬
語

 
 

 

◎
古
文
を
読
む
た
め
に
⑦
　
敬
語

 

紀
行 

奥
の
細
道（
松
尾
芭
蕉
）

 
 

旅
立
ち
／
白
河
　
　
／
立
石
寺

 
 

 

◆
古
典
の
扉
　
古
典
に
お
け
る「
旅
」

三

新

四五六七

新

日
本
語
の
響
き

常
用
漢
字
表
／
古
典
文
法
要
覧
／
古
典
文
学
史
年
表
／

漢
文
の
基
本
形
式
／
漢
文
参
考
略
年
表

近
現
代
文
学
史
年
表

古
時
刻
・
古
方
位
ほ
か
／
装
束
／
住
居
・
調
度
／

平
安
京
条
坊
図
ほ
か
／
京
都
付
近
地
図
ほ
か

旧
国
名
・
都
道
府
県
名
対
照
図

中
国
参
考
地
図

付
録

導
入

折
り
込
み

資
料

前
見
返
し

後
見
返
し

古
文
編
・
漢
文
編

■ 

古
文
教
材
は
、
中
古
・
中
世
を
中
心
に
、
国
語
総
合
で
読
ん
で
お
き
た
い
ジ
ャ
ン
ル
・
作
品
を
網
羅
し
て
配
列
し
ま
し
た
。

■ 

漢
文
教
材
は
、
故
事
・
漢
詩
・
史
話
・
思
想
・
文
章
・
小
説
と
、
主
要
な
ジ
ャ
ン
ル
の
定
評
あ
る
教
材
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

■ 
豊
富
な
コ
ラ
ム
を
設
け
、
古
典
の
知
識
や
理
解
が
よ
り
深
ま
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

教
科
書
の
目
次

 

漢
文
入
門 

漢
文
の
世
界
へ

 
 

漢
文
の
構
造
と
訓
読
の
仕
方

 
 

成
句
・
格
言
を
読
む

 
 

 

◎
置
き
字
と
再
読
文
字

 
 

 

◆
古
典
の
扉
　
身
近
に
あ
る
漢
文

 

故
事
成
語 

推
敲（
唐
詩
紀
事
）

 
 

漁
父
之
利（
戦
国
策
）

 
 

借
虎
威（
戦
国
策
）

 
 

蛇
足（
戦
国
策
）

 
 

 

◆
古
典
の
扉
　
漢
和
辞
典
の
活
用

 

漢
詩 

春
暁（
孟
浩
然
）

 
 

静
夜
思（
李
白
）

 
 

江
雪（
柳
宗
元
）

 
 

送
元
二
使
安
西（
王
維
）

 
 

黄
鶴
楼
送
孟
浩
然
之
広
陵（
李
白
）

 
 

涼
州
詞（
王
翰
）

 
 

春
望（
杜
甫
）

 
 

登
岳
陽
楼（
杜
甫
）

一

＊＊

新

二

＊＊

三

 
 

香
炉
峰
下
、新
卜
山
居
、

 
 

　
草
堂
初
成
、偶
題
東
壁（
白
居
易
）

 
 

 

◎
漢
詩
の
表
現

 

史
話 

鶏
口
牛
後（
十
八
史
略
） 
 

 

先
従
隗
始（
十
八
史
略
） 

 
 

晏
子
之
御（
史
記
） 

 
 

 

◆
古
典
の
扉
　
歴
史
を
記
録
す
る

 

思
想 

論
語
・
孟
子 

 
 

 

◆
古
典
の
扉
　
孔
子
と
門
人

 

文
章 

雑
説（
韓
愈
）

 

小
説 

復
活（
干
宝
）

 
 

 

◆
古
典
の
扉
　
読
み
継
が
れ
る「
小
説
」

古
典
を
読
む
と
い
う
こ
と（
竹
西
寛
子
）

四五

新

六七 漢
文
編
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論理的思考へと導く評論教材
教材として定評のある評論から，近年注目されてい
る評論家の文章まで，幅広く収録しました。現代
社会の諸問題を取り上げて論じた文章にふれること
で，主体的な思考を促します。

重
要
な
語
句
は
、現
代
文
編
末
尾
の﹁
現
代
評
論

を
読
む
た
め
に
﹂で
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

文章だけでなく，表やグラフなどと関連づけて
さまざまな情報を読み解く力を養います。

小
論
文
に
つ
な
が
る
コ
ラ
ム
﹁
読
解
か
ら
表
現
へ
﹂

﹁
引
用
﹂﹁
要
約
﹂﹁
論
理
構
成
﹂
な
ど
の
ス
キ
ル
を
、
教
材
本
文
を

用
い
て
解
説
す
る
帯
コ
ラ
ム
﹁
読
解
か
ら
表
現
へ
﹂
を
設
け
ま
し
た
。

教
材
の
読
解
が
表
現
活
動
に
広
が
り
、
小
論
文
を
書
く
力
に
つ
な
が

り
ま
す
。
さ
ら
に
表
現
教
材
に
も
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

教
科
書
の
特
色
　
現
代
文
編

教
科
書
の
特
色
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教
科
書
の
特
色
　
古
文
編
・
漢
文
編

成
立
年
代
バ
ー

文
学
史
に
お
け
る
そ
の
作
品
の
位
置
が
ひ
と
め
で
わ
か
り
ま
す
。

読解を支える工夫を凝らした古典教材
図版や資料を配置したり，内容理解のポイントを
脚問で示すなど，古典の読解を助ける工夫を随所
に凝らしました。

古典文法を確実に身につけるコラム
古文編では，教材を例に文法を解説した「文法から解釈へ」で，
文法を学ぶ意味が実感でき，理解がより深まります。さらに，「古
文を読むために」で文法事項を整理し，文法を確実に身につけ
ます。漢文編では，句法や形式を詳説したコラムを設けました。

教
科
書
の
特
色
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1
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
　（
和
製

英
語
）
自
分
の
望
む
と
お
り

に
注
文
し
て
作
ら
せ
る
こ
と
。

「
こ
の
こ
と
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
。

2
生
物
多
様
性
　
種
や
遺
伝
子

な
ど
の
レ
ベ
ル
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
生
命
が
豊
か
に
存
在
す

る
こ
と
。

　「
こ
と
」
を
扱
う
科
学
も
ま
た
、
最
終
的
に
は
あ
る
程
度
の
制
御
可
能
性
と
予
測
可
能
性
を
目
指
し

て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
の
や
り
方
は
、「
も
の
」
を
対
象
に
す
る
科
学
と
は
違
っ
た
も
の
に
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
。「
も
の
」
を
対
象
に
す
る
科
学
は
厳
密
性
と
普
遍
性
を
追
求
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
が
、「
こ
と
」
を
対
象
と
す
る
科
学
は
む
し
ろ
個
別
性
と
多
様
性
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
。

　
例
え
ば
、
病
気
の
治
療
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
Ａ
と
い
う
疾
患
に
は
最
善
の
治
療
法
Ｂ
が
あ
る

は
ず
だ
、
と
い
う
考
え
は
「
も
の
」
の
科
学
の
考
え
だ
。
病
気
は
「
も
の
」
で
は
な
く
「
こ
と
」
だ
か

ら
、
実
は
同
じ
病
名
が
つ
い
て
い
て
も
、
個
々
人
に
よ
っ
て
異
な
り
、
さ
ら
に
は
時
間
と
と
も
に
変
化

す
る
。
同
じ
薬
を
投
与
し
て
も
治
る
人
も
い
れ
ば
治
ら
ぬ
人
も
い
る
。
こ
れ
に
対
処
す
る
に
は
、
硬
直

し
た
「
も
の
」
の
科
学
で
は
ダ
メ
で
、
よ
り
柔
軟
な
「
こ
と
」
の
科
学
が
必
要
だ
。「
も
の
」
の
科
学

の
や
り
方
が
あ
ら
か
じ
め
決
め
た
こ
と
を
ル
ー
ル
ど
お
り
に
や
る
と
し
た
ら
、「
こ
と
」
の
科
学
の
や

り
方
は
、
そ
の
場
で
最
善
と
思
わ
れ
る
や
り
方
を
選
択
し
つ
つ
も
状
況
に
応
じ
て
対
応
を
変
え
る
こ
と

に
あ
る
。
二
十
一
世
紀
後
半
の
医
療
は
、
個
々
人
の
遺
伝
的
背
景
や
経
験
を
考
慮
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
治
療
と
い
っ
た
も
の
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
何
も
医
療
だ
け
に
限
ら
な
い
。
環
境
問
題
も
生
物
多
様
性
の
問
題
も
、
さ
ら
に
は
社
会

一
般
の
問
題
も
、
全
て
は
「
も
の
」
で
は
な
く
「
こ
と
」
だ
か
ら
、「
こ
と
」
の
科
学
の
発
想
に
立
た

1

▼

2

51015
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学
へ

 

池い
け

田だ

清き
よ

彦ひ
こ

　
二
十
世
紀
は
科
学
の
時
代
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
二
十
一
世
紀
も
科
学
の
時
代
に
な
る
に
ち
が
い

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
中
身
は
大
き
く
変
わ
る
は
ず
だ
。
ご
く
乱
暴
に
い
え
ば
、「
も
の
」
の
科
学
か

ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ
の
変
容
で
あ
る
。

　
二
十
世
紀
の
科
学
の
主
流
は
物
理
学
で
あ
り
化
学
で
あ
っ
た
。
二
十
世
紀
の
終
わ
り
頃
か
ら
科
学
の

主
流
は
生
物
学
に
移
っ
た
。「
も
の
」
の
科
学
は
制
御
可
能
性
と
予
測
可
能
性
を
追
求
し
、
そ
れ
ら
は

あ
る
程
度
ま
で
実
現
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
物
理
学
や
化
学
の
領
域
で
は
初
期
条
件
さ
え
同
じ
な
ら
ば
、

結
果
も
基
本
的
に
同
じ
に
な
る
。
そ
れ
は
扱
っ
て
い
る
対
象
が
「
も
の
」
だ
か
ら
だ
。「
も
の
」
は
外

部
か
ら
な
ん
ら
か
の
操
作
を
加
え
な
け
れ
ば
不
変
で
あ
り
続
け
る
。
し
か
し
、
生
物
学
が
扱
う
対
象
は

「
も
の
」
で
は
な
く
「
こ
と
」
で
あ
る
。
コ
ッ
プ
の
中
の
水
は
蒸
発
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
水
で
あ
る
が
、
蝶ち

ょ
うの
蛹さ

な
ぎは
あ
る
時
変
身
し
て
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
。

評
論
二

510
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評
論
は
、
教
材
と
し
て
定
評
の
あ
る
文
章
か
ら
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
評
論
家
の
文
章
ま
で
、
幅
広
く
採
録
。

現
代
社
会
の
諸
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
文
章
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
主
体
的
な
思
考
を
促
し
ま
す
。

教
科
書
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
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山梨県RDB種（昆虫類）
チョウ類

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

5

14

9

16

24

24

11

6

23

32

40

17

22

21

41

5

13

6

13

19

11

8

3

9

15

11

9

11

11

15

5

14

9

14

21

21

9

3

14

21

25

10

14

14

32

0

0

1

2

3

3

2

3

9

11

15

7

8

7

9

8％
22％
14％
25％
38％
38％
17％
9％

36％
50％
63％
27％
34％
33％
64％

100％
93％
67％
81％
79％
46％
73％
50％
39％
47％
28％
53％
50％
52％
37％

100％
100％
100％
88％
88％
88％
82％
50％
61％
66％
63％
59％
64％
67％
78％

0％
0％
11％
13％
13％
13％
18％
50％
39％
34％
38％
41％
36％
33％
22％

ウラナミジャノメ

オオウラギンヒョウモン

ヒョウモンモドキ

チャマダラセセリ

ホシチャバネセセリ

ツマグロキチョウ

クロシジミ

シルビアシジミ

ヒメシロチョウ

ゴマシジミ

ミヤマシジミ

コヒョウモンモドキ

スジグロチャバネセセリ

アカセセリ

オオチャバネセセリ

絶滅

絶滅危惧ⅠA類

絶滅危惧ⅠA類

絶滅危惧ⅠB類

絶滅危惧ⅠB類

絶滅危惧ⅠB類

絶滅危惧ⅠB類

絶滅危惧ⅠB類

絶滅危惧Ⅱ類

絶滅危惧Ⅱ類

絶滅危惧Ⅱ類

絶滅危惧Ⅱ類

準絶滅危惧（NT）

準絶滅危惧（NT）

準絶滅危惧（NT）

山
梨
県
カ
テ
ゴ
リ
ー

絶
滅
危
惧
種
Ⅰ
B
類

No
生息
市町
村数

70
年代
まで

80
年代
まで

90
年代
以降

分布
率

消減
率

消減
率

残存
率種　名 山　梨

チャマダラセセリ セセリチョウ科
Pyrgus maculatus maculatus (Bremer et Grey,1852) 

種の解説

生息環境

生息状況

（早見正一）

種の解説

分　　布

（早見正一）

開翅長2.5cmの茶系の小さな
蝶である。雄雌の形態的な差異はほとんど無
い。現在生息する富士山では春型は5月初旬

から姿を見せ始め、6月上旬まで出現する。時
に8月に夏型もみられる。食草はバラ科のミツ
バツチグリ、キジムシロなどである。

国内では、北海道中央部、本州
（東北・中部山岳）、四国に残存的に分布す
る。県内では過去、甲府盆地周辺、富士山麓
などで多くの記録があったが、現在では富士

山麓からのみ記録されている。県北部の山地
を発生期に十年以上にもわたって調査したが
全く得られなかった経緯もあることから、富士
山麓以外では絶滅していると考えられる。

食草が生育するのは主に、春
先に路地の見えるような草原環境であっ
て、しかも面積が比較的大きなところに本
種は生息する。同じような草原でもススキ

などに覆われたようなところではその姿を
見なくなる。県内での主な確認地点は近年
では富士山のみである。

広大な草原環境という条件が
生息範囲を狭めている。かつて広大な草原
を有していたところも人が関わらなくなる
ことで森林化し、本種が生息できなくなっ
ている。いったん本種が姿を消したところ

では、再び適切な草原が出来てもすでに補
充個体群が無いため、復活しない。富士山
麓では広大な面積を単位とする伐採が行わ
れており、そのような場所に本種は生き
残った形になっている。

県別レッドデータブックの例（『2005 山梨県レッドデータブック─山梨県の絶滅の
おそれのある野生生物─』より一部簡略化して掲載）
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評
論（
二
）

108

3
複
雑
系
　
人
間
の
脳
や
社
会

な
ど
の
よ
う
な
、
こ
み
い
っ

た
構
造
と
体
系
を
も
つ
も
の
。

◉
複
雑
系
↓

214
ペ
ー
ジ
参
照

「
そ
の
こ
と
」
と
は
何
を
指

す
か
。

4
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
　

Red D
ata Book

（
英
語
）

5
ヤ
ン
バ
ル
テ
ナ
ガ
コ
ガ
ネ
　

沖
縄
本
島
北
部
に
生
息
す
る

昆
虫
。

　
語
句

　
試
行
錯
誤
　
局
限

な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
。
全
て
の
「
こ
と
」
は
複
雑
系
で
あ
り
、
未
来
は
厳
密
に
は
わ
か
ら
な
い
。
だ

か
ら
、
こ
れ
を
少
し
で
も
制
御
す
る
に
は
試
行
錯
誤
と
す
ば
や
い
修
正
が
必
要
だ
。
し
か
し
、
科
学
者

も
政
治
家
も
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
人
は
多
く
な
い
よ
う
だ
。

　
例
え
ば
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
最
近
、
希
少
野
生
生
物
の
保
護
の
気
運

が
高
ま
り
、
県
別
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
（
絶
滅
危
惧
種
の
リ
ス
ト
、
Ｒ
Ｄ
Ｂ
）
作
り
が
盛
ん
で
あ

る
。
私
も
山
梨
県
の
昆
虫
類
の
Ｒ
Ｄ
Ｂ
作
り
を
手
伝
っ
て
い
る
。
Ｒ
Ｄ
Ｂ
は
あ
く
ま
で
、
保
護
の
た
め

の
道
具
で
あ
っ
て
目
的
で
は
な
い
。
し
か
し
、
Ｒ
Ｄ
Ｂ
を
作
成
し
た
県
の
中
に
は
ご
く
一
部
で
は
あ
る

が
、
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る
昆
虫
類
を
全
面
採
集
禁
止
に
し
よ
う
と
の
動
き
が
あ
る
よ
う
だ
。
こ
れ
な

ど
は
、
生
物
多
様
性
を
「
も
の
」
と
考
え
る
悪あ

し
き
思
考
の
典
型
で
あ
る
。

　
確
か
に
一
部
の
蝶
や
ヤ
ン
バ
ル
テ
ナ
ガ
コ
ガ
ネ
の
よ
う
に
生
態
が
判
明
し
、
生
息
地
が
局
限
さ
れ
て

い
る
も
の
は
、
そ
の
地
域
に
限
っ
て
採
集
禁
止
に
す
る
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
生
息
環

境
を
保
全
す
る
こ
と
は
さ
ら
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
生
息
数
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
変
動
す
る

か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
種
は
保
護
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
積
極
的
に
、
飼
育
し
て
人
工
的
に

増
殖
す
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
。
日
本
の
昆
虫
の
飼
育
技
術
は
世
界
の
最
高
水
準
に
あ
る
か
ら
、
数

つ
が
い
の
ヤ
ン
バ
ル
テ
ナ
ガ
コ
ガ
ネ
を
五
年
後
に
数
百
頭
に
増
や
す
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
。
そ
う
す
れ

ば
密
猟
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
。

3
◉

＊

▼

4

5

＊
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p106_SSG-031_ものの科学_2C.indd   108 15/03/11   18:09

11 10

文章だけでなく，表やグラフなどと関連づけて
さまざまな情報を読み解く力を養います。

3◉

5「現代評論を読むために」にリンクしています。
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学
習
の
手
引
き

一

二
十
世
紀
と
二
十
一
世
紀
の
科
学
の
違
い
を
、
次
の
観
点
に

そ
っ
て
表
の
形
で
整
理
し
て
み
よ
う
。

主
流
と

な
る
学
問

扱
う
対
象

追
求
す
る

も
の

状
況
へ
の

対
応
の
仕
方

二
十
世
紀

二
十
一
世
紀

二

次
の
事
例
に
お
け
る
、「
も
の
」
の
科
学
と
「
こ
と
」
の
科
学

の
考
え
方
の
違
い
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

①
病
気
の
治
療

②
Ｒ
Ｄ
Ｂ
の
利
用
の
仕
方

三

「
も
の
」
か
ら
「
こ
と
」
へ
の
頭
の
切
り
替
え
が
必
要
な
事
例

を
身
近
な
も
の
の
中
か
ら
探
し
て
み
よ
う
。

言
葉
と
表
現

「
〜
性
」「
〜
系
」「
〜
的
」「
〜
化
」
と
い
う
語
を
そ
れ
ぞ
れ
複

数
あ
げ
て
、
意
味
の
違
い
を
考
え
て
み
よ
う
。

次
の
傍
線
部
の
表
現
を
使
っ
て
、
短
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。

①
「『
も
の
』
を
対
象
に
す
る
科
学
と
は
違
っ
た
も
の
に
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
。」（
107
・
2
）　

②
「
法
律
を
作
れ
ば
法
律
を
守
る
こ
と
が
自
己
目
的
化
し
て
し
ま

い
、
…
…
」（
110
・
8
）

漢
字

制
御 

106 

蒸
発 

106 

厳
密 

107 

硬
直 

107 

柔
軟 

107

考
慮 

107 

試
行
錯
誤 

108 

危
惧 

108 

山
梨 

108 

典
型 

108

飼
育 

108 

増
殖 

108 

密
猟 

108

p106_SSG-031_ものの科学_2C.indd   111 15/03/11   18:09

評
論（
二
）

110

6 
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

　中
の

仕
組
み
や
構
造
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
装
置
・
領
域
。

語
句

　自
己
目
的
化

　Ｒ
Ｄ
Ｂ
に
載
っ
て
い
る
多
く
の
昆
虫
は
詳
し
い
生
態
も
生
息
地
も
判わ

か

っ
て
お
ら
ず
、
た
だ
珍
し
い
と

い
う
理
由
だ
け
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
そ
れ
ら
を
採
集
禁
止
に
し
て
し
ま
え
ば
、

ア
マ
チ
ュ
ア
研
究
者
が
自
由
に
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
生
息
状
況
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
な
っ

て
し
ま
う
。
ほ
と
ん
ど
の
昆
虫
は
採
集
し
な
け
れ
ば
名
前
を
調
べ
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

本
当
に
昆
虫
類
の
多
様
性
を
守
り
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
ア
マ
チ
ュ
ア
愛
好
家
の
デ
ー
タ
を
積
極
的
に
活

用
し
て
、
状
況
に
応
じ
て
対
応
を
変
え
る
ほ
か
は
な
い
。

　そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
お
そ
ら
く
他
の
多
く
の
社
会
事
象
に
も
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

法
律
を
作
れ
ば
法
律
を
守
る
こ
と
が
自
己
目
的
化
し
て
し
ま
い
、
組
織
を
作
れ
ば
組
織
を
守
る
こ
と
が

自
己
目
的
化
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
状
況
か
ら
抜
け
だ
す
に
は
、「
も
の
」
か
ら
「
こ
と
」
へ
の
頭
の

切
り
替
え
が
科
学
ば
か
り
で
な
く
社
会
全
体
に
も
ぜ
ひ
必
要
な
の
だ
。

6

＊

池
田
清
彦

　一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
〜
。
生
物
学
者
・
評
論
家
。
東
京
都
の

生
ま
れ
。
科
学
論
や
社
会
評
論
な
ど
の
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。
著
書
に

『
構
造
主
義
生
物
学
と
は
何
か
』『
分
類
と
い
う
思
想
』『
さ
よ
な
ら
ダ
ー
ウ
ィ
ニ

ズ
ム
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
卵
』（
二
〇
〇
七
）
に
よ
っ
た
。

510
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13 12

文
章
の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
の
項
目
と
、
そ
の
理
解
を
深
め
発
展
さ
せ
る

活
動
を
、
問
い
や
言
語
活
動
の
示
唆
の
形
で
示
し
ま
し
た
。

教
材
中
の
言
葉
や
表
現
に
着
目
し
、
表
現
力
を
高
め
る
た
め
の

課
題
や
活
動
を
設
定
し
ま
し
た
。
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引
用

比
較

要
約

調
査

レ
ト
リ
ッ
ク

論
理
構
成

オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー

推
敲

小
論
文
を

書
く

読
解
か
ら
表
現
へ
　
　 ⑥

論
理
構
成

表
現
　192
ペ
ー
ジ・
195
ペ
ー
ジ・
202
ペ
ー
ジ

　こ
こ
で
は
、
論
理
構
成
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、「『
も
の
』

の
科
学
か
ら
『
こ
と
』
の
科
学
へ
」
に
お
け
る
筆
者
の
主
張
は
、
最
後
の
一

文
中
の
次
の
部
分
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

く

「
も
の
」
か
ら
「
こ
と
」
へ
の
頭
の
切
り
替
え
が
科
学
ば
か
り
で
な
く

社
会
全
体
に
も
ぜ
ひ
必
要
な
の
だ
。

　で
は
、
こ
の
主
張
を
裏
づ
け
る
根
拠
と
し
て
、
筆
者
が
あ
げ
て
い
る
こ
と

（
事
例
）
は
何
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

病
気
の
治
療
の
例

Ｒ
Ｄ
Ｂ
（
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
）
に
載
っ
て
い
る
昆
虫
類
の
扱
い
の

例　こ
の
よ
う
に
、
論
理
的
な
文
章
で
は
、
筆
者
が
い
い
た
い
こ
と
（
主
張
）

に
、
必
ず
、
そ
れ
を
支
え
る
具
体
的
な
事
例
や
統
計
な
ど
の
デ
ー
タ
（
根

拠
）
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
主
張
と
根
拠
の
組
み
合
わ
せ
こ
そ
、
論
理

と
呼
ば
れ
る
も
の
の
基
本
な
の
で
あ
る
。

　自
分
で
論
理
を
つ
く
る
際
に
も
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
一
緒
で
あ
る
。
レ

ポ
ー
ト
を
書
い
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
っ
た
り

す
る
と
き
、
ま
ず
は
、
最
終
的
に
自
分
が
い
い
た
い
こ
と
（
主
張
）
を
、
○

○
は
×
×
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
○
○
は
×
×
す
べ
き
だ
。
と
い
う
、
明

確
な
主
語
と
述
語
を
も
っ
た
文
で
表
現
し
て
み
よ
う
。
次
に
、
そ
の
主
張
を

裏
づ
け
る
根
拠
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を
考
え
る
の
で
あ
る
。

　例
え
ば
、「
○
○
市
は
家
庭
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
を
徹
底
す
る
べ
き
だ
。」
と

い
う
主
張
の
場
合
、
次
の
よ
う
な
論
理
構
成
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
○
○
市
は
家
庭
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
を
徹
底
す
る
べ
き
だ
。

　
　
　
　
な
ぜ
な
ら
ば

　　
　
　
　
① 

○
○
市
の
焼
却
ゴ
ミ
の
う
ち
、
約
○
割
が
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な

資
源
で
あ
る
。

　
　
　
　
② 

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
ゴ
ミ
収
集
の
有
料
化
を
行

わ
な
く
て
も
す
む
よ
う
に
な
る
。

　具
体
的
な
事
例
や
正
確
な
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
説
得
力
の
あ
る
論
理
構
成

を
考
え
よ
う
。
根
拠
は
、
二
つ
（
あ
る
い
は
三
つ
）
に
し
ぼ
っ
て
述
べ
る
。

「
な
ぜ
な
ら
ば
」
や
「
だ
か
ら
」
の
接
続
詞
を
使
っ
て
、
主
張
と
根
拠
の
関

係
を
繰
り
返
し
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

課
題

　「○
○
は
×
×
す
べ
き
だ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
△
△
△
だ
か
ら
だ
。
ま
た
、

□
□
□
だ
か
ら
だ
。」
と
い
う
文
章
の
型
を
使
っ
て
、
主
張
と
根
拠
の
そ

ろ
っ
た
文
章
を
書
い
て
み
よ
う
。

主
張

根
拠

p120_SSG-033_コ論理_2C.indd   120 15/03/11   18:09

読
書
の
扉

121

「
誰
も
が
著
者
に
な
る
時
代
」
は
、
電
子
書

籍
が
登
場
し
た
今
、
ど
の
よ
う
に
拡
大
し
て

い
く
の
か
。
出
版
・
新
聞
・
ウ
ェ
ブ
の
こ
れ

か
ら
の
運
命
を
占
う
。 電

子
書
籍
の
時
代
は

本
当
に
来
る
の
か

歌う
た
田だ

明あ
き
弘ひ

ろ

Ｉ
Ｔ
時
代
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
パ

ブ
リ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
に
失
わ
れ
て
い
っ
た

の
か
。
現
代
社
会
に
お
け
る
「
身
体
」
の
意

味
を
考
え
る
。

身
体
に
き
く
哲
学

黒く
ろ

崎さ
き

政ま
さ

男お

希
望
は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分

た
ち
で
見
つ
け
る
も
の
だ
。
希
望
を
も
て
な

い
時
代
に
、
希
望
を
つ
く
る
ヒ
ン
ト
を
探
し

出
す
試
み
。

希
望
の
つ
く
り
方

玄げ
ん
田だ

有ゆ
う
史じ

ス
ル
メ
と
い
う
死
ん
で
加
工
さ
れ
た
も
の
を

見
て
も
、
も
と
の
イ
カ
の
こ
と
な
ど
わ
か
ら

な
い
。
現
実
と
は
ま
さ
に
生
き
て
い
る
イ
カ

で
あ
り
、
混こ
ん

沌と
ん

な
の
で
あ
る
。

ス
ル
メ
を
見
て

イ
カ
が
わ
か
る
か
！

養よ
う

老ろ
う

孟た
け

司し

・
茂も

木ぎ

健け
ん

一い
ち

郎ろ
う

科
学
史
の
研
究
者
で
あ
る
著
者
が
、
専
門
家

で
は
な
く
「
生
活
者
」
の
立
場
か
ら
ど
の
よ

う
に
科
学
と
つ
き
あ
う
べ
き
か
を
具
体
的
に

解
説
。

人
間
に
と
っ
て

科
学
と
は
何
か

村む
ら

上か
み

陽よ
う

一い
ち

郎ろ
う

分
子
生
物
学
者
で
あ
る
著
者
の
ミ
ス
テ
リ
風

科
学
書
。「
世
界
は
分
け
な
い
こ
と
に
は
わ

か
ら
な
い
。
し
か
し
、
世
界
は
分
け
て
も
わ

か
ら
な
い
の
で
あ
る
。」 世

界
は
分
け
て
も

わ
か
ら
な
い

福ふ
く

岡お
か

伸し
ん

一い
ち

「
わ
か
ら
な
い
」
こ
と
は
思
索
の
ス
タ
ー
ト

な
の
で
あ
る
。

―
「
わ
か
る
」
よ
う
に
な

り
た
い
と
考
え
、
試
行
錯
誤
に
よ
っ
て
「
わ

か
ら
な
い
」
こ
と
を
な
く
し
て
い
く
。

「
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
方
法

橋は
し
本も

と
治お

さ
む

わ
か
り
に
く
い
文
章
、
読
み
に
く
い
文
章
を
、

構
想
、
展
開
、
分
量
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
分
析
す
る
。
悪
文
の
要
素
を
知
る
こ
と

が
良
い
文
章
を
書
く
近
道
な
の
だ
。

悪
文

裏
返
し
文
章
読
本

中な
か

村む
ら

明あ
き
ら

国
際
化
が
進
む
日
本
で
、
異
な
る
文
化
を
背

景
に
も
つ
人
々
に
ど
う
接
し
て
い
け
ば
よ
い

の
か
。
文
化
人
類
学
者
の
著
者
が
語
る
、
異

文
化
の
学
び
方
。

異
文
化
理
解

青あ
お

木き

保た
も
つ

佐藤信夫「コインは円形か」から

池田清彦「『もの』の科学から『こと』の科学へ」から

吉岡洋「情報と身体」から

p121_SSG-034_読書_2C.indd   121 15/03/11   18:10
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「読解」のための教材から，「表現」の技能となる要素を抽出し，
「読解」から「表現」への架け橋となるコラムを設定しました。各教材の学習を広げ深めるため，作者やテーマと

関わる本を豊富に紹介しています。

表
現
教
材
と
も
リ
ン
ク
し
、
重
層
的
な
学
習
が
で
き
ま
す
。
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レ
ポ
ー
ト
を
書
く	

　

	

見
取
り
図
を
も
と
に
し
て

表
現　調

査
や
研
究
の
結
果
を
文
章
に
し
た
も
の
を
レ
ポ
ー
ト
と
い
う
。

レ
ポ
ー
ト
を
書
く
こ
と
の
目
的
は
、
自
分
で
立
て
た
問
い
（
問
題
提

起
）
に
答
え
（
主
張
）
を
与
え
、
そ
の
主
張
の
確
か
さ
を
根
拠
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
基
本
と
な
る
レ

ポ
ー
ト
の
ま
と
め
方
を
学
習
し
よ
う
。

1

レ
ポ
ー
ト
を
書
く
準
備

　レ
ポ
ー
ト
を
書
く
前
に
、
書
こ
う
と
す
る
内
容
の
見
取
り
図
を
作

成
し
よ
う
。
レ
ポ
ー
ト
の
目
的
と
そ
の
手
段
を
明
確
に
す
る
た
め
で

あ
る
。
そ
れ
に
は
、
次
の
二
つ
の
段
階
を
意
識
し
て
み
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

❶
目
的
を
明
確
に
す
る
…
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
問
い
を
立

て
、
そ
の
問
い
に
導
か
れ
る
答
え
を
考
え
る
。

❷
手
段
を
考
え
る
…
そ
の
答
え
を
支
え
る
根
拠
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
事
例
や
デ
ー
タ
、
あ
る
い
は
理
論
が
あ
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え

る
。

⃝

問
い
と
答
え
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
主
語
＋
述
語
」
の
単
純
な
一
文
に

し
て
、
整
理
し
て
お
こ
う
（
下
図
参
照
）。

　❶
と
❷
は
、
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
優
れ
た
レ
ポ
ー
ト
に
は
な
ら
な

い
。
目
新
し
い
だ
け
の
答
え
で
は
誰
も
納
得
し
な
い
し
、
せ
っ
か
く

精
密
な
論
理
で
考
え
を
積
み
上
げ
て
も
、
常
識
的
な
答
え
に
落
ち
着

く
だ
け
な
ら
、
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
ま
と
め
る
必
要
が
な
い
か
ら
だ
。

❷
の
過
程
で
見
い
だ
し
た
根
拠
を
実
際
に
調
べ
、
資
料
や
情
報
と
し

て
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
そ
れ
が
本
当
に
❶
で
設
定
し
た

問
い
と
答
え
を
支
え
き
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
❶
と
❷
の
過
程
を
と
お
し
て
、
自
分
の
問
い
、
答
え
、
根

拠
を
、
よ
り
よ
い
も
の
に
書
き
換
え
て
い
く
。

主張「○○は××である」の根拠となる
理論・事例・データは何か？

❶目的を明確にする

❷手段を考える

問
い（
問
題
提
起
）＝
○
○
は×

×

か
？

答
え（
主
張
）＝
○
○
は×

×

で
あ
る
。

5

51015
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現 代 評 論 を 読 む た め に

現
代
評
論
を
読
む
た
め
に

214

◉
身
体
（
100
ペ
ー
ジ
「
情
報
と
身
体
」）

　「身
体
」
は
、
精
神
と
矛
盾
し
合
い
な
が
ら

も
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
た
、〈
私
〉
と
い

う
意
識
の
場
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
言

い
換
え
る
と
〈
私
〉
と
は
、
精
神
と
肉
体
が
交

錯
す
る
自
意
識
的
存
在
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
「
身
体
」
は
、
自
己
や

他
者
と
の
倫
理
的
関
係
さ
ら
に
は
言
語
や
社

会
・
文
化
な
ど
の
観
点
か
ら
も
広
く
論
じ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
急
速
に
情
報
化
の
進
む

現
代
、「
身
体
」
の
意
味
が
改
め
て
問
わ
れ
て

い
ま
す
。 

関
連
▼
文
化
（
19
ペ
ー
ジ
・
179
ペ
ー
ジ
）

◉
複
雑
系

（
108
ペ
ー
ジ
「『
も
の
』
の
科
学
か
ら
『
こ
と
』
の
科
学
へ
」）

　人
間
の
脳
や
社
会
な
ど
の
よ
う
な
、
こ
み

い
っ
た
構
造
と
体
系
を
も
つ
も
の
を
一
般
に
複

雑
系
と
い
い
ま
す
。
あ
る
現
象
に
対
し
て
、
そ

れ
を
単
純
な
法
則
や
原
理
に
還
元
し
て
理
解
す

る
姿
勢
や
考
え
方
へ
の
批
判
を
含
ん
だ
言
葉
で

も
あ
り
ま
す
。
天
候
や
宇
宙
現
象
か
ら
、
国
際

政
治
の
動
向
や
株
価
の
変
動
、
さ
ら
に
は
生
命

現
象
や
私
た
ち
の
怒
り
や
悲
し
み
と
い
っ
た
感

情
や
も
の
の
感
じ
方
も
ま
た
、「
複
雑
系
」
と

し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

関
連
▼
客
観
（
53
ペ
ー
ジ
）・
逆
説
（
104
ペ
ー
ジ
）

◉
非
正
規
雇
用

（
166
ペ
ー
ジ
「
な
ぜ
私
た
ち
は
労
働
す
る
の
か
」）

　非
正
規
雇
用
と
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル

バ
イ
ト
、
派
遣
社
員
な
ど
正
規
雇
用
（
正
社

員
）
以
外
の
労
働
（
者
）
を
指
す
言
葉
で
す
。

正
社
員
と
の
間
に
は
、
賃
金
を
は
じ
め
と
す
る

労
働
条
件
に
大
き
な
格
差
が
見
ら
れ
ま
す
。
近

年
で
は
「
派
遣
切
り
」
や
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
」
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
ま
し
た
。
政
府
の

対
策
や
企
業
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

関
連
▼
共
同
体
（
100
ペ
ー
ジ
）

◉
母
語
（
53
ペ
ー
ジ
「
言
語
は
色
眼
鏡
で
あ
る
」）

　幼
児
期
に
、
親
な
ど
の
話
を
通
じ
て
自
然
に

身
に
付
け
た
言
語
を
母
語
と
い
い
ま
す
。
誰
も

自
分
の
意
思
で
母
語
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
そ
の
後
の
生
育
歴
に
よ
っ
て
は
、

必
ず
し
も
母
語
が
そ
の
人
に
と
っ
て
最
も
得
意

な
言
語
と
な
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
生
ま
れ
て
最
初
に
聞
き
分
け
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
た
言
語
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
人
の
自
然
認
識
や
感
性
、
価
値
観

な
ど
に
、
深
く
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

 

関
連
▼
感
性
（
48
ペ
ー
ジ
）・
認
識
（
114
ペ
ー
ジ
）

◉
生
態
系

（
61
ペ
ー
ジ
「
自
然
を
め
ぐ
る
合
意
の
設デ
ザ
イ
ン計
」）

　あ
る
地
域
に
生
息
す
る
生
物
と
、
そ
れ
を
取

り
巻
く
自
然
環
境
が
相
互
に
関
係
し
あ
っ
て
、

生
命
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の
循
環
を
つ
く
り
だ
し

て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
生
態
系
と
い
い
ま
す
。
気

温
の
変
化
、
外
来
生
物
の
侵
入
な
ど
の
環
境
変

化
が
起
こ
る
と
、
生
態
系
全
体
に
乱
れ
が
生
じ

ま
す
。
近
年
、
人
間
の
活
動
に
よ
る
生
態
系
の

乱
れ
や
破
綻
の
危
機
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

関
連
▼
生
物
多
様
性
（
107
ペ
ー
ジ
）

◉
命
（
173
ペ
ー
ジ
「
命
は
誰
の
も
の
な
の
か
」）

　命
（
生
命
）
と
は
、
そ
の
時
々
の
文
脈
で
さ

ま
ざ
ま
な
定
義
が
可
能
で
す
。
し
か
し
、
細
胞

や
臓
器
の
停
止
を
「
死
」
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
考

え
て
み
る
と
、
生
命
と
は
、
そ
の
内
部
で
の
生

成
、
外
部
と
の
新
陳
代
謝
活
動
で
あ
り
、
同
じ

個
体
の
再
生
産
（
遺
伝
と
生
殖
）
活
動
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
臓
器
移
植
、
ク
ロ
ー
ン
な

ど
医
療
技
術
の
進
む
今
日
、
生
命
と
い
う
現
象

を
、
倫
理
的
な
問
題
も
含
め
、
ど
の
よ
う
に
理

解
す
る
か
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

関
連
▼
個
別
性
（
107
ペ
ー
ジ
）
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評論を読むにあたって重要な語句を，現代文編の最後で詳しく解説しています。

202
学
校
生
活
・
日
常
生
活
に
即
し
た
表
現
活
動
を
取
り
上
げ
、

授
業
で
扱
い
や
す
い
よ
う
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。

コ
ラ
ム
「
読
解
か
ら
表
現
へ
」
と
も
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。



児
の
そ
ら
寝

217

語
句

　

 

わ
ろ
し

　定
め
て

　お
ど
ろ
か
す

　

　お
ど
ろ
く

　い
ら
ふ

　念
ず

　な
…
そ

　わ
び
し

 

僧
と
児
（『
法ほ
う

然ね
ん

上し
ょ
う

人に
ん

絵
伝
』）

学
習
の
手
引
き

一

 

表
記
や
発
音
に
注
意
し
な
が
ら
、
繰
り
返
し
音
読
し
て
み
よ
う
。

二

 

次
の
語
句
の
意
味
を
、
辞
書
を
引
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。

　
　①
わ
ろ
し

　
　②
お
ど
ろ
か
す

　
　③
い
ら
ふ

三

 

児
が
心
の
中
で
思
っ
て
い
る
部
分
を
全
て
抜
き
出
し
、
心
の
動

き
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

宇
治
拾
遺
物
語

　228
ペ
ー
ジ
参
照
。

ど
も
、
た
だ
一
度
に
い
ら
へ
む
も
、
待
ち
け
る
か
と
も
ぞ
思
ふ
と
て
、
い
ま

一
声こ

ゑ

呼
ば
れ
て
い
ら
へ
む
と
、
念
じ
て
寝
た
る
ほ
ど
に
、「
や
、
な
起
こ
し

奉た
て
ま
つり

そ
。
を
さ
な
き
人
は
、
寝
入
り
給
ひ
に
け
り
。」
と
言
ふ
声こ

ゑ

の
し
け
れ

ば
、
あ
な
、
わ
び
し
と
思
ひ
て
、
い
ま
一
度
起
こ
せ
か
し
と
、
思
ひ
寝
に
聞

け
ば
、
ひ
し
ひ
し
と
、
た
だ
食
ひ
に
食
ふ
音
の
し
け
れ
ば
、
ず
ち
な
く
て
、

無む

期ご

の
の
ち
に
、「
え
い
。」
と
い
ら
へ
た
り
け
れ
ば
、
僧
た
ち
笑
ふ
こ
と
限

り
な
し
。 

（
宇う
治じ
拾しゅう
遺い
物
語
）

＊

エ

ン

ウ

　エ

エ

ン

＊

＊

オ

イ

ウ

　エ

＊

イ

イ

イ

ウ

エ

ウ

	

た
だ
一
度
で
返
事
を
す
る
の
も
、	

待
っ
て
い
た
の
か
と
思
う
と
い
や
だ
と
考
え
て
、

あ
げ
る
な
。	

と
言
う
声
が
し
た
の
で
、

長
い
時
間
の
の
ち
に
、

	

我
慢
し
て	

お
起
こ
し
申
し

く
と
、	

む
し
ゃ
む
し
ゃ
と
、	

ひ
た
す
ら
食
べ
に
食
べ
る
音
が
し
た
の
で
、	

ど
う
し
よ
う
も
な
く
て
、

	

あ
あ
、	

困
っ
た
こ
と
だ
と
思
っ
て
、	

起
こ
し
て
く
れ
よ
と
、	

思
い
な
が
ら
寝
て
聞

5
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古
文
入
門

1
今
は
昔

　今
と
な
っ
て
は
昔
の
こ
と
だ
が
。

説
話
の
書
き
だ
し
の
決
ま
り
文
句
。

2
比
叡
の
山

　比ひ

叡え
い

山ざ
ん

。
京
都
府
と
滋
賀
県

の
境
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
比
叡
山
延え
ん

暦り
ゃ
く

寺じ

の
こ
と
。

3
児

　学
問
や
行
儀
作
法
を
習
う
た
め
、
寺

院
に
預
け
ら
れ
て
い
た
貴
族
な
ど
の
子
弟
。

｢

ひ
し
め
き
合
ひ
た
り｣

の
主
語
は
誰
か
。

4
も
の
申
し
候
は
む

　丁
寧
に
呼
び
か
け
る

言
葉
。
も
し
も
し
。

ど
も
、
た
だ
一
度
に
い
ら
へ
む
も
、
待
ち
け
る
か
と
も
ぞ
思
ふ
と
て
、
い
ま

一
声こ

ゑ

呼
ば
れ
て
い
ら
へ
む
と
、
念
じ
て
寝
た
る
ほ
ど
に
、「
や
、
な
起
こ
し

奉た
て
ま
つり

そ
。
を
さ
な
き
人
は
、
寝
入
り
給
ひ
に
け
り
。」
と
言
ふ
声こ

ゑ

の
し
け
れ

ば
、
あ
な
、
わ
び
し
と
思
ひ
て
、
い
ま
一
度
起
こ
せ
か
し
と
、
思
ひ
寝
に
聞

け
ば
、
ひ
し
ひ
し
と
、
た
だ
食
ひ
に
食
ふ
音
の
し
け
れ
ば
、
ず
ち
な
く
て
、

無む

期ご

の
の
ち
に
、「
え
い
。」
と
い
ら
へ
た
り
け
れ
ば
、
僧
た
ち
笑
ふ
こ
と
限

り
な
し
。 

（
宇う
治じ
拾しゅう
遺い
物
語
）

＊

エ

ン

ウ

　エ

エ

ン

＊

＊

オ

イ

ウ

　エ

＊

イ

イ

イ

ウ

エ

ウ

児ち
ご

の
そ
ら
寝 

　今
は
昔
、
比ひ

叡え

の
山
に
児
あ
り
け
り
。
僧
た
ち
、
宵よ

ひ

の
つ
れ
づ
れ
に
、

「
い
ざ
、
か
い
も
ち
ひ
せ
む
。」
と
言
ひ
け
る
を
、
こ
の
児
、
心
寄
せ
に
聞
き

け
り
。
さ
り
と
て
、
し
出い

だ
さ
む
を
待
ち
て
寝
ざ
ら
む
も
、
わ
ろ
か
り
な
む

と
思
ひ
て
、
片か

た

方か
た

に
寄
り
て
、
寝
た
る
由よ

し

に
て
、
出
で
来
る
を
待
ち
け
る
に
、

す
で
に
し
出
だ
し
た
る
さ
ま
に
て
、
ひ
し
め
き
合
ひ
た
り
。

　こ
の
児
、
定
め
て
お
ど
ろ
か
さ
む
ず
ら
む
と
待
ち
ゐ
た
る
に
、
僧
の
、

「
も
の
申
し
候さ

ぶ
らは
む
。
お
ど
ろ
か
せ
給た

ま

へ
。」
と
言
ふ
を
、
う
れ
し
と
は
思
へ

1

2

3

　イ

イ

ン

イ

ン

ン

＊

ン

イ

▼

イ

＊

＊

ン

ン

イ

4

ワ

ン

＊

エ

ウ

エ

	

目
を
お
覚
ま
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。	

と
言
う
の
を
、

	

手
持
ち
無
沙
汰
に
、

	

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
作
り
あ
げ
る
の
を	

寝
な
い
の
も
、	

よ
く
な
い
だ
ろ
う

	

き
っ
と
起
こ
そ
う
と
す
る
だ
ろ
う
と	

待
ち
続
け
て
い
る
と
、	

僧
が
、

	

ぼ
た
餠
を
作
ろ
う
。	
と
言
っ
た
の
を
、	

期
待
し
て

	

集
ま
り
騒
ぎ
合
っ
て
い
る
。

	

片
隅
に
寄
っ
て
、	

ふ
り	

で
き
あ
が
る
の
を
待
っ
た
と
こ
ろ
、

1500

1000

700

1700

平安

鎌倉

室町

江戸

奈良

宇
治
拾
遺
物
語

今
昔
物
語
集

5
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平

鎌

室

江

奈

教
材
名
の
下
に
「
成
立
年
代
バ
ー
」
を
お
き
、
ひ
と
め
で

作
品
の
成
立
時
期
が
わ
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

入
門
教
材
で
は
、
学
習
を
進
め
る
う
え
で
必
要
な
注
釈
や

傍
訳
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
提
示
し
、
段
階
的
に
古
文
を
読
む

力
が
身
に
つ
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。



伊
勢
物
語

237

4
胡
簶

　矢
を
入
れ
て
背
負
う
道
具
。

　　

 5
消
え
な
ま
し
も
の
を

　消
え
て
し
ま
え
ば

よ
か
っ
た
の
に
な
あ
。「
消
ゆ
」
は
「
露
」

の
縁
語
。

語
句

　率
る

　い
み
じ

　い
た
し

　は
や

　か
ひ
な
し

蔵
に
、
女
を
ば
奥
に
押
し
入
れ
て
、
男
、
弓
・
胡や

な

簶ぐ
ひ

を
負
ひ
て
戸
口
に
を
り
、
は
や
夜
も
明
け
な
む

と
思
ひ
つ
つ
ゐ
た
り
け
る
に
、
鬼
は
や
一
口
に
食

ひ
て
け
り
。「
あ
な
や
。」
と
言
ひ
け
れ
ど
、
神
鳴

る
騒
ぎ
に
え
聞
か
ざ
り
け
り
。
や
う
や
う
夜
も
明

け
ゆ
く
に
、
見
れ
ば
、
率
て
来こ

し
女
も
な
し
。
足

ず
り
を
し
て
泣
け
ど
も
か
ひ
な
し
。

　
　白
玉
か
何
ぞ
と
人
の
問
ひ
し
時

　
　
　露
と
答
へ
て
消
え
な
ま
し
も
の
を

 

（
第
六
段
）

4

＊

＊
5

学
習
の
手
引
き

一

次
の
傍
線
部
の
助
詞
の
意
味
・
用
法
を
調
べ
て
み
よ
う
。

　
　①
女
の
え
得
ま
じ
か
り
け
る
を
、（
236
・
1
）

　
　②
「
か
れ
は
何
ぞ
。」
と
な
む
男
に
問
ひ
け
る
。（
236
・
5
）

　
　③
は
や
夜
も
明
け
な
む
と
思
ひ
つ
つ
（
237
・
2
）

　
　④
人
の
問
ひ
し
時
（
237
・
8
）

二

女
は
ど
の
よ
う
な
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
表
現
か
ら
わ
か
る
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

三

「
白
玉
か
…
…
」（
237
・
8
）
の
歌
に
つ
い
て
、
歌
に
こ
め
ら
れ

た
男
の
心
情
を
説
明
し
て
み
よ
う
。

『伊勢物語絵巻』（鎌倉時代のものを江戸時代後期に模写）
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236

1
よ
ば
ひ
わ
た
り
け
る
を

　求
婚
し
続
け
て

い
た
が
。

2
芥
川

　所
在
不
明
。
一
説
に
現
在
の
大
阪

府
高た
か

槻つ
き

市
に
あ
る
川
。

「
率
て
」
と
は
誰
が
誰
を
「
率
」
た
の
か
。

3
神

　雷
。

伊い

勢せ

物
語 

芥あ
く
た

川が
は

　昔
、
男
あ
り
け
り
。
女
の
え
得う

ま
じ
か
り
け
る

を
、
年
を
経
て
よ
ば
ひ
わ
た
り
け
る
を
、
か
ら
う

じ
て
盗
み
出い

で
て
、
い
と
暗
き
に
来
け
り
。
芥
川

と
い
ふ
川
を
率ゐ

て
行
き
け
れ
ば
、
草
の
上
に
置
き

た
り
け
る
露
を
、「
か
れ
は
何
ぞ
。」
と
な
む
男
に

問
ひ
け
る
。
行
く
先
多
く
、
夜
も
更
け
に
け
れ
ば
、

鬼
あ
る
所
と
も
知
ら
で
、
神
さ
へ
い
と
い
み
じ
う

鳴
り
、
雨
も
い
た
う
降
り
け
れ
ば
、
あ
ば
ら
な
る

1

2

▼
＊

3

＊

＊

物 

語

1500

1000

700

1700

平安

鎌倉

室町

江戸

奈良
平
安
時
代
初
期
成
立
の
歌
物
語

5
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古
文
は
、
国
語
総
合
で
読
ん
で
お
き
た
い
作
品
を
網
羅
し
て
配
列
。

図
版
や
資
料
を
配
置
し
た
り
、
内
容
理
解
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
問
い

を
脚
注
欄
に
示
す
な
ど
、
古
文
の
読
解
を
助
け
る
工
夫
を
随
所
に

凝
ら
し
ま
し
た
。

文
法
を
理
解
す
る
た
め
の
問
い
と
内
容
を
理
解
す
る
た
め
の
問
い
を

教
材
に
応
じ
て
段
階
的
に
設
け
ま
し
た
。
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古
語
辞
典

用
言

接
続
助
詞

「
ば
」

助
動
詞

助
詞

敬
語

文
法
か
ら
解
釈
へ
　
　 ④

助
動
詞

　冬
空
の
も
と
、
先
を
急
ぐ
旅
人
が
い
る
。
男
は
つ
ぶ
や
い
た
。

　
　
　A

　「日
も
暮
れ
ぬ
。」

　
　
　B

　「日
ぞ
暮
れ
ぬ
。」

　さ
て
、
男
の
台せ
り
ふ詞

は
ど
ち
ら
か
。

　A
、
B
と
も
に
、「
ぬ
」
は
助
動
詞
で
あ
る
。「
ぬ
」
の
下
に
は
句

点
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
終
止
形
の
よ
う
に
み
え
る
。
だ
が
、
考
え
て

み
て
ほ
し
い
。
B
の
文
の
中
に
は
係
助
詞
「
ぞ
」
が
あ
る
。
そ
う
、

「
ぞ
―
連
体
形
」
の
係
り
結
び
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
B
の
「
ぬ
」

は
連
体
形
な
の
だ
。

　古
語
の
助
動
詞
を
理
解
し
て
、
古
文
を
正
し
く
読
解
す
る
た
め
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
助
動
詞
の
①
意
味
、
②
活
用
、
③
接
続
を
知
っ
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　文
語
助
動
詞
活
用
表
（
370
ペ
ー
ジ
）
で
、
A
、
B
の
「
ぬ
」
の
①

②
③
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
調
べ
て
み
よ
う
。

　A
は
、
①
完
了
の
助
動
詞
、
②
「
ぬ
」
の
終
止
形
で
、
③
連
用
形

接
続
、
B
は
、
①
打
消
の
助
動
詞
、
②
「
ず
」
の
連
体
形
で
、
③
未

然
形
接
続
と
説
明
で
き
る
。

　
　A

　日
も
暮
れ
た
。（
暮
れ
て
し
ま
う
。）

　
　B

　日
は
暮
れ
な
い
。

　男
は
A
と
つ
ぶ
や
い
た
も
の
と
み
え
る
。

　実
は
、
A
の
こ
の
台
詞
は
、『
伊い

勢せ

物
語
』「
東
下
り
」（
238
ペ
ー

ジ
）
の
ラ
ス
ト
、
渡
し
守
の
言
葉
に
あ
る
。

　二
度
と
帰
れ
な
い
と
い
う
悲
痛
な
決
心
を
抱
い
て
、「
男
」
一
行

は
と
う
と
う
「
す
み
だ
川
」
ま
で
や
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
川

を
越
え
れ
ば
ま
す
ま
す
京
か
ら
遠
ざ
か
り
、「
京
」
の
「
思
ふ
人
」

と
の
距
離
は
絶
望
的
な
も
の
と
な
る
。
川
を
目
の
前
に
躊ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
「
わ

び
合
へ
る
」
一
行
に
、
渡
し
守
が
声
を
か
け
る
。

　
　「は
や
舟
に
乗
れ
。
日
も
暮
れ
ぬ
。」（
240
・
2
）

　日
々
こ
の
川
を
何
度
往
復
す
る
か
知
れ
な
い
渡
し
守
の
、
今
日
の

最
後
の
仕
事
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　夜
の
闇
は
そ
こ
ま
で
迫
っ
て
い
る
。
な
か
な
か
腰
を
上
げ
な
い
旅

人
に
、
い
ら
だ
ち
を
隠
せ
ず
せ
か
す
思
い
が
、
こ
の
ひ
と
言
に
は
こ

め
ら
れ
て
い
る
。

　た
っ
た
一
語
の
助
動
詞
。
昔
の
人
の
息
づ
か
い
を
教
え
て
く
れ
る

大
切
な
言
葉
で
あ
る
。
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古
文
を
読
む
た
め
に
④

245

古
文
を
読
む
た
め
に
4

助
動
詞

　助
動
詞
と
は
、
活
用
が
あ
る
付
属
語
で
、
主
に
用
言
や
他
の
助
動

詞
、
体
言
に
付
い
て
そ
の
語
の
意
味
を
助
け
補
う
は
た
ら
き
を
す
る
。

助
動
詞
を
学
ぶ
上
で
大
切
な
こ
と
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

1
意
味 

そ
の
助
動
詞
が
付
く
こ
と
で
、
な
ん
ら
か
の
意
味
が

添
え
ら
れ
る
。
複
数
の
意
味
を
も
つ
助
動
詞
も
あ
り
、

見
き
わ
め
が
必
要
と
な
る
。

2
活
用 

動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
と
同
様
に
、
未
然
形
・

連
用
形
・
終
止
形
・
連
体
形
・
已
然
形
・
命
令
形
の

六
種
類
に
活
用
す
る
た
め
、
そ
の
活
用
パ
タ
ー
ン
を

覚
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
接
続 

ど
の
よ
う
な
単
語
、
ま
た
は
そ
の
単
語
の
ど
の
よ
う

な
活
用
形
に
接
続
す
る
の
か
、
違
い
が
あ
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
個
々
の
助
動
詞
の
識
別
も
可
能
と
な
る
。

　こ
こ
で
は
1
を
軸
と
し
て
、
主
な
助
動
詞
に
つ
い
て
確
認
し
て
お

こ
う
。
2
・
3
に
つ
い
て
は
文
語
助
動
詞
活
用
表
（
370
ペ
ー
ジ
）
参
照
。

き
・
け
り

過
去

き 

自
分
が
直
接
体
験
し
た
過
去
の
事
柄
を
示
す
。

け
り 

伝
聞
し
た
過
去
の
事
柄
を
示
す
。
物
語
や
説
話
で
多
用
さ

れ
る
。
詠
嘆
の
意
味
も
あ
る
（
和
歌
中
の
け
り
な
ど
）。

　
　1

　率ゐ

て
来こ

し
女
も
な
し
。（
237
・
6
）

　
　2

　昔
、
男
あ
り
け
り
。（
236
・
1
）

1
で
は
男
の
実
体
験
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
お
り
、
2
で
は
語
り

手
が
聞
き
知
っ
た
物
語
を
語
っ
て
い
る
。

つ
・
ぬ
・
た
り
・
り

完
了

　動
作
・
作
用
の
完
了
を
示
す
。

つ 

意
志
的
に
行
わ
れ
る
動
作
に
用
い
ら
れ
る
。

ぬ 

自
然
に
進
行
す
る
動
き
に
用
い
ら
れ
る
。

　こ
の
他
、「
つ
」「
ぬ
」
に
は
強
意
・
並
列
、「
た
り
」「
り
」
に
は

存
続
の
意
味
も
あ
る
。

　
　1

　秋
田
、
な
よ
竹
の
か
ぐ
や
姫
と
つ
け
つ
。（
235
・
1
）

　
　2

　こ
の
子
を
見
れ
ば
、
苦
し
き
こ
と
も
や
み
ぬ
。（
234
・
9
）

　
　3

　か
き
つ
ば
た
い
と
お
も
し
ろ
く
咲
き
た
り
。（
238
・
6
）

　
　4

　大
和
人
、「
来
む
。」
と
言
へ
り
。（
242
・
15
）

1
の
行
為
に
は
秋
田
の
意
志
が
こ
め
ら
れ
て
お
り
、
2
は
翁

お
き
な
の
自
然
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② 

一
・
二
点

　「一
」
を
付
し
た
字
か
ら
、
二
字
以

上
を
隔
て
て
、「
二
」「
三
」
と
上
に
返
っ
て
読

む
。

③ 

上
・
下
点
（
上
中
下
点
）

　一
・
二
点
を
付
し
た

句
を
間
に
挟
ん
で
、
下
か
ら
上
に
返
っ
て
読
む
。

④ 

「

」「

」
　ま
ず
レ
点
で
返
り
、
次
に
一
・

二
点
、
ま
た
上
・
下
点
に
従
っ
て
読
む
。

※
返
っ
て
読
む
字
が
熟
語
の
と
き
は
、
そ
の
熟
語

の
中
間
に
竪た
て

点
（
合ご
う

符ふ

。
今
日
で
は
ハ
イ
フ
ン
の

印
。）
を
引
き
、
そ
の
中
間
に
返
り
点
を
つ
け
る
。

　（例
）遊

-

学ス

　京

　都ニ
。

◉
練
習
問
題

1

　次
の
文
を
訓
点
に
従
っ
て
読
ん
で
み
よ
う
。

①
有レ
バ

　備ヘ

　無シ

　患う
れ
ヒ。

②
低た
レ
テ

　頭か
う
べ
ヲ

　思フ

　故

　郷ヲ

。

③
不ざ
レ
バ

　知ラ

　其そ
ノ

　人ヲ

　視み
ヨ

　其ノ

　友ヲ

。

2

　次
の
文
を
書
き
下
し
文
に
し
て
み
よ
う
。

①
有ル

　徳

　者ハ

　必ズ

　有リ

　言
。

②
吾わ
れ

　日ニ

　三

-

省ス

　吾わ
ガ

　身ヲ

。

③
不ル

　以も
つ
テ

　千

　里ヲ

　称セ
ラ
レ

　也な
り

。

2
1

z
z

z
2

1

z
2

1
2

1

z
z

2
1

d
2

1
a

　漢
文
の
構
造
で
は
、
原
則
と
し
て
述
語
が
目
的
語
な
ど
の
前
に
く
る
。
し
た
が
っ
て
、

ま
ず
主
語
を
読
み
、
次
に
目
的
語
な
ど
を
読
み
、
最
後
に
述
語
に
返
っ
て
読
む
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、「
不
」「
無
」「
有
」
の
よ
う
な
語
は
、
必
ず
下
か
ら
返
っ
て
読
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
返
っ
て
読
む
順
序
を
示
す
符
号
を
「
返
り
点
」
と
い
う
。
返
り
点
に

は
、
レ
点
、
一
・
二
点
、
上
・
下
点
な
ど
が
あ
り
、
漢
字
の
左
下
に
添
え
る
。

 

漢
文
の
基
本
構
造
（
二
）

4 

我

　読ム

　書ヲ  

〔
主
語 

― 

述
語 

― 

目
的
語
〕

 

1

　3

　2

 

聞ク

　啼て
い

　鳥て
う
ヲ  

〔
述
語 

― 

目
的
語
〕

 

3

　1

　2

5 

不ず

　覚エ

　暁ヲ  

〔
否
定
を
示
す
語 

― 

述
語 

― 

目
的
語
〕

 

3

　2

　1

zz

2
1

2
1

z
z

z
z

転ジ
テ

　禍ヒ
ヲ

　為な
ス

　福ト

。 
 

禍
ひ
を
転
じ
て
福
と
為
す
。

2

　1

　4

　3

尽ク
シ
テ

　人

　事ヲ

　待ツ

　天

　命ヲ

。 

人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ
。

3

　1

　2

　6

　4

　5

百

　聞ハ

　不

　如し
カ

　一

　見ニ

。 

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。

1

　2

　6

　5

　3

　4

z

わ
ざ
は

z

z
z

2
1

2
1

2
1

2
1

z
2

1

z
2

1
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漢
文
の
構
造
と
訓
読
の
仕
方

❖
漢
語
の
構
造

　漢
語
の
構
造
は
、
次
の
五
種
類
が
基
本
と
な
っ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
構
造
か
考
え
て
み
よ
う
。

　①
日
没

　地
震

　②
善
人

　博
愛

　③
飲
食

　善
悪

　人
民

　金
銀

　④
成
功

　即
位

　⑤
不
正

　非
常

　多
欲

　こ
の
構
造
は
、
そ
の
ま
ま
漢
文
の
構
造
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

送
り
仮
名
の
つ
け
方

①
漢
字
の
右
下
に
、
小
さ
く
添
え
る
。

②
片
仮
名
を
用
い
る
。

③ 

古
典
文
法
に
従
い
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
用
い

る
。

返
り
点
の
種
類
と
用
い
方

① 

レ
点

　下
の
一
字
か
ら
、
す
ぐ
上
の
一
字
に

返
っ
て
読
む
。

　漢
文
に
お
い
て
、
文
を
構
成
す
る
漢
語
の
役
割
は
語
順
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
日
本

語
の
文
章
の
よ
う
な
助
詞
（
テ
ニ
ヲ
ハ
）
や
活
用
語
尾
は
な
い
。
日
本
語
の
語
順
と
同

じ
構
造
の
場
合
で
も
、
語
と
語
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
助
詞
や
活
用
語

尾
を
「
送
り
仮
名
」
と
し
て
補
っ
て
訓
読
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

 

漢
文
の
基
本
構
造
（
一
）

1 

花

　開ク 

〔
主
語 
― 
述
語
〕

2 

白キ

　雲 

〔
修
飾
語 

― 
被
修
飾
語
〕

3 

風

　雨 

〔
並
列
〕

花

　開キ

　鳥

　啼な
ク。 

花
開
き
鳥
啼
く
。

大

　器ハ

　晩

　成ス

。 

大
器
は
晩
成
す
。（
大
器
→
大キ

ナ

 

器
　
晩
成
→
晩お

そ
ク

 

成ル

）

行ク

　雲

　流ル
ル

　水
。 

行
く
雲
流
る
る
水
。（「
行
雲
」
と
「
流
水
」
は
並
列
）
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302

入
門
教
材
で
は
、
漢
文
の
基
礎
構
造
や
、
送
り
仮
名
や
返
り
点

な
ど
の
訓
読
に
欠
か
せ
な
い
知
識
や
記
号
を
き
ち
ん
と
お
さ
え
、

段
階
的
に
漢
文
の
学
習
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。



312

1
賈
島

　七
七
九
年
〜
八
四
三
年
。
中
唐
の

詩
人
。
字あ
ざ
なは
浪
仙
。

2
挙

　科
挙
（
官
吏
登
用
の
試
験
）。

3
京

　都
。
唐
の
都
長
安
。

4
驢

　ロ
バ
。

5
賦 

詩

　詩
を
作
る
。

6
引 

手

　手
を
伸
ば
す
。

7
勢

　か
た
ち
。
し
ぐ
さ
。

8
大
尹

　都
の
長
官
。

9
韓
愈

　七
六
八
年
〜
八
二
四
年
。
中
唐
の

詩
人
・
文
章
家
。
字
は
退た
い

之し

。

「
乃
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

10
遂

　そ
の
ま
ま
。

11
並 

轡

　馬
を
並
べ
る
。

zzz

推す
い

敲か
う

　
賈か

島た
う

赴キ
テ

挙ニ

至ル

京け
い
ニ。騎の
リ
テ

驢ろ
ニ

賦シ

詩ヲ

、得タ
リ「僧ハ

推お
ス

月

下ノ

門
」之の

句ヲ

。欲ス

改メ
テ

推ヲ

作な
サ
ン
ト

敲ト

。引キ
テ

手ヲ

作ス
モ

推
敲
之

勢ヒ
ヲ、未い
ま
ダ

決セ

。不ず
シ
テ

覚エ

衝あ
タ
ル

大た
い

尹ゐ
ん

韓か
ん

愈ゆ
ニ

。乃す
な
は
チ

具つ
ぶ
さ
ニ

言フ

。愈
曰い

ハ
ク、「 

敲ノ

字
佳よ

シ
ト

矣
。」遂つ

ひ
ニ

並ベ
テ

轡た
づ
な
ヲ

論
詩ヲ

久シ
ク
ス

之こ
れ
ヲ。 

（
唐
詩
紀
事
）

1

	
z

2

	
z

3

	
z

4

5

	
z

	
2

	
1

	
2

	
z

	
x

6

	
z

	
2

7

	
1

＊	
z

　ず

＊	
z

	
2

8

9

	
1

▼

10

11

	
z

　ズ
ル

　
　コ
ト

	
z

	
z

学
習
の
手
引
き

一

本
文
を
繰
り
返
し
訓
読
し
て
み
よ
う
。

二

韓
愈
が
「
敲
」
の
字
を
よ
い
と
し
た
の
は
な
ぜ
か
、「
推
」
と

「
敲
」
と
い
う
動
作
の
違
い
に
注
意
し
て
説
明
し
て
み
よ
う
。

三

「
推
敲
」
と
い
う
言
葉
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ

て
い
る
か
、
調
べ
て
み
よ
う
。

唐と
う

詩し

紀き

事じ

八
十
一
巻
。
南な
ん

宋そ
う

の
計け
い

有ゆ
う

功こ
う

の
編
。
唐
代
の
詩
人
千
百
五
十
人
に
つ

い
て
、
そ
の
小
伝
や
逸
話
な
ど
を
集
め
る
。

故
事
成
語

＊
未ダ 

Ⓐ（
セ
）

　ま
だ
A（
し
）な
い
。〔
再

読
文
字
〕

＊
不 

Ⓐ（
セ
）

　A（
し
）な
い
。〔
否
定
〕

zz

新

後漢

三国
西晋
東晋

南北朝

隋

唐

前漢

五代

北宋

南宋

1000

500

B.C.
200

0

戦
国
策

唐
詩
紀
事
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演
習

①
学ビ

テ

 

然し
か
ル 

後ニ 
知ル 
不ざ

ル
ヲ

 

足ラ

。

②
知ル 

時ニ 

有ル
ヲ

 

利 

不 
利 
也な

り

。

③
病ハ 

従よ
リ 

口 

入リ

、禍ヒ
ハ

 

従リ 

口 
出い

ヅ
。

④
君 

子ハ 

必ズ 

慎シ
ミ

 

其そ
ノ 

独リ
ヲ、小 

人ハ 

閑 

居シ
テ

 
為な

ス 
不 

善ヲ

。

⑤
青ハ 

取リ
テ

 

之こ
れ
ヲ 

於 

藍ヨ
リ

 

而 

青シ 

於 

藍ヨ
リ
モ。

⑥
客ニ 

有リ 

能よ
ク 

為ス 

鶏 

鳴ヲ 

者
。

⑦
己ノ 

所ハ 

不ル 

欲セ

、勿な
カ
レ 

施ス
コ
ト

 

於 

人ニ

。

⑧
君 

子ハ 

不ず 

以も
つ
テ 

言ヲ 

挙ゲ 

人ヲ

、不 

以テ 

人ヲ 

廃セ 

言ヲ

。

⑨
勿カ

レ

 

以テ 

善ノ 

小ナ
ル
ヲ

 

不ル
コ
ト

 

為サ

。

⑩
孔 

子 

将ま
さ
ニ 

問ハ
ン
ト

 

礼ヲ 

於 

老 

子ニ

。

⑪
君 

自よ
リ 

故 

郷 

来タ
ル、応ま
さ
ニ 

知ル 

故 

郷ノ 

事ヲ

。

⑫
用ヰ

ル
ハ

 

人ヲ 

宜シ
ク

 

取ル 

其ノ 

所ヲ 

長ズ
ル。

⑬
未い

ま
ダ 

有ラ 

仁ニ
シ
テ

 

而 

遺す
ツ
ル

 

其ノ 

親ヲ 

者 

也
。

z
z

3
2

1

z

わ
ざ
は

z

2
1

2
1

2
1

2
1

d
2

1
a

z
z

z
2

1

2
z

x
2
z

x

d
2

1
c

す

z
2

1

2
1

　べ
シz

2
1

z

　べ
シ

よ
ろz

2
x

　ざ
ルz

d
2

1
a

問
１
　
次
の
文
を
書
き
下
し
文
に
し
て
み
よ
う
。
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27 26

入
門
教
材
で
学
習
し
た
内
容
を
復
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
ペ
ー
ジ
を
設
け
、

漢
文
読
解
の
基
礎
が
確
実
に
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

キ
テ

ニ

ル

け
い
ニ

の
リ
テ

ろ
ニ

シ

ハ

お
ス

2

3

4

5

南

教
材
名
の
下
に
「
成
立
年
代
バ
ー
」
を
お
き
、
ひ
と
め
で
作
品
の
成
立
時
期
や

作
者
の
活
動
時
期
な
ど
が
わ
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

文
法
や
漢
字
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
問
い
と
内
容
を

理
解
す
る
た
め
の
問
い
を
設
け
ま
し
た
。

312

戦

策

唐
詩
紀
事

漢
文
は
、
主
要
な
ジ
ャ
ン
ル
の
定
評
あ
る
教
材
を
配
列
。
内
容
理
解
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
問

い
や
句
法
を
脚
注
欄
に
示
す
な
ど
、漢
文
の
読
解
を
助
け
る
工
夫
を
随
所
に
凝
ら
し
ま
し
た
。
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漢
和
辞
典
の
活
用

古
典
の
扉

　漢
字
は
、
一
字
一
字
全
て
が
、
そ
の
要
素
と
し
て
、
字
形

（
＝
文
字
の
形
）・
字
音
（
＝
発
音
）・
字
義
（
＝
意
味
）
の
三

つ
を
備
え
て
い
る
。
中
国
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
漢
字
に
は
字

形
に
変
化
が
あ
っ
た
が
、
字
音
・
字
義
に
も
変
化
が
生
じ
た
。

　一
つ
の
文
字
に
一
つ
の
字
音
、
一
つ
の
字
義
と
い
う
漢
字
も

あ
る
が
、
一
つ
の
文
字
が
一
つ
の
固
定
し
た
意
味
だ
け
を
表
す

の
で
は
な
く
、
複
数
の
意
味
を
有
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な

い
。
新
し
い
意
味
が
加
わ
っ
た
り
、
他
の
意
味
に
転
用
さ
れ
た

り
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
な
か
に
は
、
一
つ
の
漢
字
に

複
数
の
字
音
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字
音
で
意
味
が
異
な
る

漢
字
も
あ
る
。

　中
国
に
お
け
る
、
こ
の
よ
う
な
漢
字
の
あ
り
方
は
、
そ
の
ま

ま
日
本
に
お
け
る
漢
字
の
用
い
ら
れ
方
に
も
反
映
さ
れ
て
き
て

い
る
。
特
に
、
漢
字
の
字
音
と
意
味
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

漢
和
辞
典
を
引
く
上
で
も
、
ま
た
、
漢
字
を
理
解
す
る
上
で
も

大
変
有
用
で
あ
る
。

　な
お
、
日
本
の
漢
字
音
は
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
字
音
を
も

と
に
し
な
が
ら
、
伝
来
し
定
着
す
る
時
期
に
よ
っ
て
、
呉
音
・

漢
音
・
唐
音
（
唐
宋
音
）
の
別
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
日
本

に
お
い
て
は
、
こ
の
字
音
に
よ
る
「
音
読
み
」
と
日
本
語
を
対

応
さ
せ
た
「
訓
読
み
」
が
お
の
お
の
の
漢
字
に
備
わ
っ
て
い
る
。

　一
例
と
し
て
、
漢
和
辞
典
で
「
悪
」
と
い
う
漢
字
を
引
い
て

み
よ
う
。

　次
ペ
ー
ジ
の
例
の
よ
う
に
、「
悪
」
の
字
音
に
は
「
ア
ク
」

「
オ
（
ヲ
）」
な
ど
が
あ
り
、「
悪
人
・
善
悪
」な
ど
「
わ
る
い
」

と
い
う
意
味
の
場
合
は
「
ア
ク
」、「
嫌
悪
・
憎
悪
」な
ど
「
に
く

む
」意
味
の
場
合
は
「
オ
（
ヲ
）」と
、意
味
に
よ
っ
て
字
音
が
異

な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、「
い
ず
く
に
」「
い
ず
く
ん

ぞ
」と
訓
読
し
て
疑
問
や
反
語
を
表
す
場
合
も
あ
り
、そ
れ
に
は

「
オ
（
ヲ
）」な
ど
の
字
音
が
該
当
す
る
。

510

51015
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　以
下
は
、
こ
の
よ
う
な
区
別
を
も
つ
漢
字
の
う
ち
、
よ
く
用

い
ら
れ
る
も
の
の
例
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
に
つ
い
て
漢

和
辞
典
を
引
き
、
字
音
と
意
味
と
の
関
係
や
、
他
の
熟
語
の
例

を
確
か
め
て
み
よ
う
。

①
楽
　「器
楽
」
…
ガ
ク
（
＝
お
ん
が
く
）

　
　
　「楽
園
」
…
ラ
ク
（
＝
た
の
し
い
）

②
易
　「交
易
」
…
エ
キ
（
＝
か
え
る
・
か
わ
る
）

　
　
　「平
易
」
…
イ
（
＝
や
さ
し
い
）

③
率
　「引
率
」
…
ソ
ツ
（
＝
ひ
き
い
る
）

　
　
　「比
率
」
…
リ
ツ
（
＝
わ
り
あ
い
）

④
画
　「区
画
」
…
カ
ク
（
＝
か
ぎ
る
・
わ
け
る
）

　
　
　「絵
画
」
…
ガ
（
＝
え
が
く
）

⑤
塞
　「閉
塞
」
…
ソ
ク
（
＝
ふ
さ
ぐ
）

　
　
　「要
塞
」
…
サ
イ
（
＝
と
り
で
）

⑥
著
　「顕
著
」
…
チ
ョ
（
＝
あ
ら
わ
れ
る
・
め
だ
つ
）

　
　
　「著
手
」
… 

チ
ャ
ク
（
＝
つ
く
・
つ
け
る
・
も
ち
い
る
）

⑦
暴
　「暴
露
」
…
バ
ク
（
＝
さ
ら
す
・
あ
ば
く
）

　
　
　「暴
言
」
…
ボ
ウ
（
＝
あ
ら
い
）
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古典への理解を深めたり，現代との関わりを考えたりする
ことができるコラム「古典の扉」を随所に設けました。
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指
導
書
・
教
材

指
導
書
　

本
体
価
格
二
五
、
〇
〇
〇
円
（
税
別
）　

指
導
書
別
売
品　

生
徒
用
教
材
　

■ 

教
師
用
教
科
書　
本
体
価
格
五
、〇
〇
〇
円
（
税
別
）

指
導
書
の
「
教
師
用
教
科
書
」
と
同
じ
も
の
で
す
。

■ 

指
導
資
料
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版　
本
体
価
格
五
、〇
〇
〇
円
（
税
別
）

指
導
書
の
「
指
導
資
料
」
の
紙
面
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
に
し
た
も
の
で
す
。

■ 

学
習
課
題
ノ
ー
ト　
本
体
価
格
六
〇
〇
円
（
税
別
）

教
科
書
準
拠
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
で
す
。
別
冊
解
答
に
は
、
自
習
に
も
使

え
る
詳
し
い
解
説
が
付
い
て
い
ま
す
。

■ 

指
導
資
料

教
材
研
究
に
役
立
つ
資
料
や
、
実
際
の
授
業
や
評
価
で
活
用
で
き
る
情

報
を
豊
富
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■ 

発
問
例
集

指
導
資
料
に
掲
載
し
た
発
問
を
ま
と
め
た
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

● 

構
成
・
内
容
理
解
シ
ー
ト　
● 
語
句
・
漢
字
学
習
シ
ー
ト　

● 

古
文
品
詞
分
解
シ
ー
ト　
● 

漢
文
書
き
下
し
文
シ
ー
ト　

● 

古
典
口
語
訳
シ
ー
ト

■ 

基
本
テ
ス
ト

短
時
間
で
基
礎
を
養
う
小
テ
ス
ト
。
現
代
文
編
で
は
漢
字
や
語
句
、
古

文
で
は
文
法
、
漢
文
で
は
句
法
な
ど
に
つ
い
て
出
題
し
ま
す
。

■ 

評
価
問
題

定
期
考
査
な
ど
に
使
え
る
問
題
を
、
各
教
材
、
難
易
度
別
に
複
数
収
録

し
て
い
ま
す
。

■ 

実
力
問
題

教
科
書
の
教
材
と
同
じ
著
者
の
作
品
や
、
別
の
著
者
に
よ
る
同
じ
テ
ー

マ
の
文
章
な
ど
を
素
材
に
し
た
実
力
問
題
を
豊
富
に
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

補
充
教
材

教
科
書
の
教
材
に
関
連
す
る
資
料
や
、
発
展
的
に
読
む
こ
と
が
で
き
る

作
品
な
ど
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

教
科
書
原
文

教
科
書
教
材
文
の
原
文
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

朗
読
Ｃ
Ｄ

一
部
の
教
材
に
つ
い
て
、
朗
読
を
収
録
し
た
音
声
Ｃ
Ｄ
で
す
。

■ 

漢
文
エ
デ
ィ
タ

訓
読
文
や
漢
文
テ
ス
ト
の
問
題
文
を
編
集
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
で
す
。

■ 

学
習
課
題
ノ
ー
ト

別
売
の
生
徒
用
教
材
『
学
習
課
題
ノ
ー
ト
』
の
デ
ー
タ
を
同
梱
し
て
い

ま
す
。

■ 

教
師
用
教
科
書

教
科
書
の
紙
面
に
、
文
章
構
造
や
要
約
、
口
語
訳
や
文
法
の
解
説
、「
学

習
の
手
引
き
」
の
解
答
例
な
ど
、
授
業
に
役
立
つ
情
報
を
青
字
で
刷
り

込
ん
だ
も
の
で
す
。

授業で使える便利なツールをダウンロード! !

電子黒板など大画面に提示する簡易版デジタル教材として活用できる「本文パ
ワーポイントデータ」がダウンロードできるようになりました。
ボタンによって表示内容の切り替えができます。

返り点、句読点、送り仮名、書き下し文、口語訳の表示/非表示が切り替え可能！

投影用本文データ

ダウンロード方法

１． 下記 URLから三省堂教科書ページへ
２． 対象書名を選択
３． 教科書ページの「資料ダウンロード」内 

にあるサポート資料からダウンロード 

ページへ遷移
４． 認証情報を入力※

５． 各データをダウンロード

※認証には指導書本冊が必要になりますので、お手元にご準備ください。

三省堂教科書ページ
https://tb.sanseido-publ.co.jp/h-school/hs-kokugo/

画像は高等学校現代文Bのものです。

■ �

指
導
書
に
は
、
教
材
研
究
や
評
価
に
活
用
で
き
る
資
料
は
も
ち
ろ
ん
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
テ
ス
ト
問
題
・
補
充
教
材
な
ど
を 

豊
富
に
収
録
し
ま
し
た
。

■ 「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
に
」
を
新
設
し
、
主
体
的
・
対
話
的
に
学
び
を
深
め
る
学
習
活
動
案
を
示
し
ま
し
た
。

指
導
書・教
材
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指導者用デジタルテキスト　〈校内フリーライセンス〉※1

OS ライセンス期間 価格 インストール方法

Windows版 教科書利用期間一括※2 40,000円＋税 DVD-ROM /
ダウンロード

Windows版 単年度ライセンス ご購入年度末まで 18,000円＋税 DVD-ROM /
ダウンロード

※1 校内のすべての端末にインストール可能です。なお，価格は1学年の価格です。
※2 収録されている検定教科書の使用期間中はご利用いただけます。
※3 教師用デジタルテキスト購入校のみ購入できます。
※4 インストールする端末（1端末）ごとにライセンス料金をお支払いいただきます。

学習者用デジタルテキスト　〈1端末1ライセンス〉※3, 4

OS ライセンス期間 価格 インストール方法
Windows版 / iOS版 教科書利用期間一括※2 1,500円＋税 ダウンロード

■ 本文解説（古文，漢文）

■ 思考ツール

本文の口語訳のon/offができます。マスクをはがし
ながら表示することもできます。

デジタルテキストオリジナルのコンテンツも多数収録
しています。

■ コンテンツ一覧

■ オンライン辞書

「フラッシュカード」「図版資料」「人物相関図」など，
さまざまなコンテンツを収録。

授業での提示に特化した指導者用の辞書サイトを
デジタルテキストのリンクからご利用いただけます。

Windows版
OS Windows 8.1 / Windows 10 （32bit / 64bit 対応）※1

ブラウザ Internet Explorer 11
CPU Intel Core i3以上推奨
メモリ 4GB以上
空き容量 4GB以上（ビューア1GB＋教材3GB）
その他 .NET Framework 4.5.1以降

はじめに
●教科書の内容を最大限に活用すること
国語総合デジタルテキストでは，教科書本文の拡大提示，付録や図版資料のインデックスおよびその拡大提示など，
教科書の内容を提示用の素材として，最大限に活用することをコンセプトに製作いたしました。

●CoNETSビューア
　平成29年度版からは教科書会社14社が参画して開発した共通プラットフォームCoNETSビューアでのご利用になります。
　▶CoNETSについて（http://www.conets.jp/）
　　 CoNETSビューアでは，先生ごとにユーザーを登録することで，書き込み情報や履歴などをそれぞれに保有すること
ができます。

デジタル教材
指導者用デジタルテキスト 　　　　　  豊富なコンテンツで授業をサポート指導者用

動作環境や導入にあたっての条件等は，CoNETSのWebサイトにて最新の情報をご確認ください。 http://www.conets.jp/

●動作環境 指導者用  （2020年1月現在）

 学習者用デジタルテキスト についての特徴や動作環境など，
その他詳細な情報は三省堂教科書・教材サイトをご覧ください。
●体験版DVD-ROMのお申し込みはeメールにてご連絡ください。
　eメールアドレス：info-tbdt@sanseido-publ.co.jp

https://tb.sanseido.co.jp
★三省堂教科書・教材サイト

※  Microsoft，Internet Explorerおよび Windowsは，米国Microsoft Corporationの，米国およびその他の国における登録商標または商標です。
※1 Windows RTには対応しておりません。

デ
ジ
タ
ル
教
材
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